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量としてみると，春87箱，初秋24箱，晩秋59箱　　秋には5令用桑として26箱分を得た。

となり，年間で150箱となった．その他に夏切りの晩

第5蓑　密椿による椎葉用桑の生産性　　　（剣持，二期柄杓）

春 初　　　 秋 晩　　　 秋

葉　　 孟 箱　　 数 菓　　 量 箱　　 数 菓　　 量 箱　　 数

計

K ク 箱 K ク 箱 K ダ 箱 K g

1 5 7 2 4 5 2 6 5 9 4 6 5

5 8 9 8　7 － － （5 7 0 ） （2 6 ） 5 6 9

5 8 9 8 7 1 5 7 2 4 5 2 8 5 9 8 5 2

注．（）内は5令用桑

4　あ　と　が　き

近時桑園の生産性向上の問題点として栽植本数があ

げられ，壮蚕用としても密穂形態の桑園について試験

が開始されている。本試験においても，密植により椎

蚕用桑の多収穫をねらったものであり．土地生産性の

向上ができることは明らかにされた。しかし，密植桑

園形態としては肥培管理とくに有陵質投入を主体とす

る土壌の改良保全の方法，収穫の省力化および維持年

限など問題が残されている。

今後これら問題点の解決により，密植桑園の実用価

値はいっそう高められよう。

気中歯採取法によるカイコのこうじかび

病菌発生予察について

菅　野　忠　信

（福　島　県蚕　試）

1　ま　え　が　き

最近，農業構造改善事業などによって，各地に空調

式椎蚕共同飼育所が設置され，その真価が高く評価さ

れている。従来の土重曹，電床青に比較すると温湿度．

新鮮な空気の循環等の調整，理想的な環境で飼育の管

理ができるようになってきた。しかし，蚕児に理想的

な環境は病原菌，特にこうじかび病菌の繁殖にも好都

合の条件となっている。しかもそれが飼育全体が好条

件となっているので若干のこうじかび病菌が入りこん

でもそれが簡単に繁殖して爆発的な発生が予想される。

一旦発生すると従来の消毒方法では　ノパッケージ内乱

ダクト内部の完全な消毒は困難である。そこで飼育期

間中，飼育室の空気中に飛散している菌を採取するこ

とによって的確な予察を行なうことができるのでその

概要を報告する。

2　試　験　方　法

1　試験時期および場所

初，晩秋蚕の1～2齢飼育中，A，B，C，D空調

式椎蚕共同飼育所

2　採取方法

床より1．5ヶ花の高さのところにローズベンガル培基

を入れたシャーレーを静置し，空気中の菌類を落下さ

せて閉蓋した。このシャーレーを50℃の定温器に倒

置約7日間保護した。

5　採取時の条件

いずれも機械を運転し空気の循環中に行ない，吸出

口より2～5m離れた部分に設置した。

4　使用培基

いずれもローズベンガル培基
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5　試　験　結　果

1飼育室dカ所において調査した結果，掃立48

日に1カ所，5日目には5カ所，配蚕日には占カ所全

部から雑菌とともにこうじかび病菌が検出された。ま

た，晩秋盃期の場合は，掃立4日目に1カ所，d日日

第1表　気中菌採取による検索結果

初　秋蚕　期

褒 詞 も 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月　日

7　2 5 ス　28 7　2 7 7　28 エ 29 ス　5 0 ス　5 1

1 － － － － ＋

2
＼ ＼

－ － － － ＋

5
＼ ＼

－ － － － ＋

4 ＼ ＼
－ － － － ＋

5
＼ ＼

－ － － － ＋

d ＼
－ － － － 十

注．1）綺立箱数　　　1．010箱

2）掃立月日　　　7月25日　7月51日配蚕

5）ダクトの形式　露出横吹方式

4）飼育室の広さ　2475が（75坪）

2　さらに調査を進めて，養蚕家に配蚕された蚕ぶ

ん，蚕抄を検索した結果，5戸の養蚕家全部からこう

じかび病菌が検出された。晩秋蚕期にも同様であった。

また，検出されたこうじかび病菌の蚕に対する寄生性

第2表　農家に配表された蚕ぶん蚕抄の検索結果

り）培養結　果

＼ 調査護衛

蚕 期 ＼
1 2 5 4 5

初　 秋　 蚕 一什 一什 一什 1十 ＋ト

晩　 秋 蚕 ・什 一汁 ≠ ≠ ＋ト

5　飼育室の空気がこうじかび病菌で汚染された場

合，作業飼育者の手，足，室内用のゴムゾーリ等調査

した。その結果，雑菌とともにこうじかび病菌が多く

に4カ所，配蚕日にはdカ所全部から検出された（第

1表）。

このことは，飼育室全体にこうじかび病菌が飛散し，

蚕座内にも入っていることを意味し，こうじかび病の

大発生が予想される。

晩　秋蚕期

志 紀 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月　日 月 日

8．50 8．5 1 鼠 1 R　2 R　S 鼠　4 R　5

1 － － － － 十 ＋

2 ＼
－ － ＋ － － ＋

5 ＼
－ － － － ＋ ＋

4 ＼
－ － － － ＋ ＋

5 ＼
－ － － － ＋ 十

‘ － － － － － 十

注．1）掃立箱数　　1．115箱

2）掃立月日

8月50日　9月5日配蚕

を調べたところ，蟻盃接種で99感，2齢起蚕接種で

70多の強い寄生性を示した。なお，幸いに収顔見に

影響するほどの実被害は免がれた（第2表）。

（21寄生性　網　査

　 接 種齢 期

蚕 期

羅　 病　 巣　 蚕 数

賎 蚕 接 種 2 齢起 蚕接種

初　 秋　 蚕
多 多

9 父2 6 9

晩　 秋　 蚕 9 鼠4 7 2

注．供試瞳量　　　　0．5才

2齢起蚕試数　100頭

供試菌液　　　10：1（鳳1珠）

検出された（第5表）。

このように飼育室の空気が汚染された時は飼育所全

体が汚染されていることになる。
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第5表　飼育従事者の着衣，毛　足の汚染調査

A　飼　育　所

蚕　　 期
こうじかび菌

雑　　 菌 ス　 リ　ッ　パ 足 手 ェ　プ　 ロ　ソ

初　 秋　 蚕

こう　じかび菌 十　　　 十卜 ＋ 十　　　　 十十 ＋

雑　　　　 菌 ケカビ・クモノスケカビ アオカビ．ケカビ アオカビ・ケカビ ケカピークモノスケカビ

晩　 秋　 査

こうじかび菌 什卜　　 州▼ †什　　　　 イ≠ 1♯　　　　 十廿 ＋

雑　　　　 菌 ケカビ・クモノスケカビ アオカビ アオカビ
アオカビ・ケカビ

クモノスケカビ．タロカビ

4　次に完全に消毒してもこうじかび病菌がどこか　　いの飼育従事者の手，足を鋼査した結果，以外に多く

ら入ってくるのか侵入経路について調査した。まず最　　雑菌と一緒にこうじかび病菌が検出された。つまり手，

初に飼育に従事している養蚕家の蚕室，台軌　ろ端な　　足，着衣にこうじかび病菌を附著してくることがわか

どのホコリを検索したところ約50蕗前後の割合でこ　　った。飼育所に入る前には必ず厳重な消毒が必要にな

うじかび病菌が検出された。次に飼育所に入る前に通　　る（第4，5蓑）。

第4蓑　飼育関係者（養蚕家）の汚染調査

　 項 目

蚕 期
調 査飼 育 所 調 査 戸 数

検　 索　 結　 果 有毒 の計
備　　　 考

00 寸≠ ≠ ＋ － 実 数 歩 合

春　 垂 T 飼 育 所 1 8

1

1

5 1 5 5

　 痴

1 8．7 掃 立 2 日 日

春　 蚕 D　　　 〝 1 5 5 9 4 5 0．7 〝

晩　 秋 A 2 5 1 d 1 5 7 5 0．4 掃 立 5 日 目

晩　 秋 工　　　 〝 2 0 1 5 1 5 5 4 0．0 〝

第5蓑　飼育従事者の手，足の汚染調査

　 項 目

蚕 期

調 査飼育 所 調 査 戸数
有　 毒　 点　 数 有 毒　 の　 計

備　　　 考
足 ・手 足 手 実　 数 歩　　 合

春　 蚕 T 飼 育 所 1 5 5 2

1

5

　 痴

5 8．4 掃 立　 4　日　目

春　 蚕 D　　 〝 1 0 2

5

5 5 0．0 ′′

晩　 秋 A　　 〝 2 1 5 5 1 4．5 掃 立　 5　日　目

晩　 秋 工　　 〝 2 0 1 0 1 5 8 5．0 〝

5　以上のことから気中菌を採取することによって　　　特に畳が一度汚染されてると完全な消毒は望めな鴨

的確にこうじかび病を予察することができる。そして　　これが次の蚕期の有力な伝染源となることが予想され

こうじかび病菌の胞子が循環する空気に乗ると飼育所　　る。

全体に広まり汚染することになる。




